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平針運転免許試験場は、建替え工事のため、来場者の駐車場が利用できません。
公共交通機関のご利用をお願いします。
▼問い合わせ　運転免許課  ☎ 052（951）1611（内線：781‐280・281）
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採択地区名 所在地

尾張　東部

瀬戸市立図書館
  ☎ 0561-82-2262

小牧市立図書館
  ☎ 0568-73-9951

尾張　西部

江南市立図書館
  ☎ 0587-56-2306

稲沢市立中央図書館
  ☎ 0587-32-0862

一宮市教育センター
  ☎ 0586-85-7088
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　電波の利用にはルールがあります。無線機器を使用するときは、必ず「技適マーク」
が付いているか確認してください。
　また、外国規格の無線機器は、防災行政無線やテレビ放送等に妨害を与えるおそれが
あり、国内では使用できません。
　不明な点は下記までお問い合わせください。【技適マーク】

電波のルールは必ず守りましょう ６月１日～ 10日は電波利用環境保護周知啓発強化期間です。

▼問い合わせ　総務省　東海総合通信局　○不法無線局の相談　　　　　☎ 052（971）9107
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○テレビ等の受信障害の相談　☎ 052（971）9648

　

「安心」して暮らせる「安全」な扶桑町の確立
犬山警察署からのお知らせ 110 番

扶桑町内の 4 月中の犯罪発生総数（暫定値）は、 11 件（昨年同月 17 件）です。
忍込み被害が柏森学区で 1 件、車上狙い被害が扶桑東学区で 1 件、自転車盗被害が柏森学
区で 1 件、山名学区で 1 件、扶桑東学区で 1 件発生しました。

◎薬物乱用の実態
　日本は、覚醒剤、大麻などの大きな消費国となって
います。
　愛知県内で覚醒剤などの薬物事犯で検挙された人
は、平成 8 年以降、ずっと 1,000 人を超える高水準が
続いています。
　薬物乱用の恐ろしさは、何度でも繰り返し使用した
くなる性質、つまり、“依存性” を持っているという
ことです。
　特に覚醒剤は、強い精神的依存性を持っており、使
用してしまうと「気分が高まる」、「幸せいっぱい」、「疲
れが取れる」といった錯覚の状況が生まれます。
　また、人間の体には “耐性” というものがあり、薬
物の使用に伴って必然的に量と回数が増え、次第に自
制することが極めて難しくなります。
　繰り返し使用するうちに、薬物の中毒症状として、

「殺される」、「つけられている」、「見張られている」
などといった妄想や幻覚が現れます。

薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」　～ 覚醒剤、大麻などの乱用をなくそう ～

　薬物の乱用は、無関係の人々を巻き込む殺人や放火
などの二次犯罪を引き起こし、社会に悪影響を及ぼし
たり、家庭の崩壊を招いたり、その悲劇は本人のみに
はとどまりません。

◎覚醒剤などの薬物追放にご協力を
　覚醒剤や大麻は、興味本位から気軽に手を出したり、
覚醒剤がやせる薬、大麻は音感が良くなるなどと騙し
て勧められたり、覚醒剤のことをＳ（エス・スピード）、
大麻のことをマリファナ、クサなどと呼んで、何か格
好良いもののように錯覚して手を出したりして、特に
若者の間に汚染が広がっています。
　覚醒剤などの薬物を社会から追放するためには、あ
なた自身が甘い誘いにのらないことはもちろん、あな
たの周りで覚醒剤などの薬物を扱っている人を見たり
聞いたりしたときは、警察本部か最寄りの警察署、交
番、駐在所までご連絡ください。


